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　令和３年度の村政運営に向けて、所信の
一端と主要施策の概要についてご説明申し
上げます。
　新型コロナウイルス感染症の感染拡大の
中、村民の命と健康を守るため、日夜ご尽
力いただいております医療従事者の方々を
始めとする皆様に、改めまして敬意と感謝
を申し上げます。
　本村においても、強い危機感を持ち、感
染拡大を防止し、村民生活と村内事業者の
経済活動の早期安定化を最優先に対策を進
め、村民の皆様と一体となって、この難局
に立ち向かってまいる所存であります。
　本年は、東日本大震災から１０年となり
ます。近年、記録的な大雨による災害が全
国各地で頻発しており、どこで甚大な被害
が発生しても不思議ではない状況にありま
す。国・県と連携し、防災・減災、国土強
靭化に取り組み、自然災害に備えてまいり
ます。
　また、恩納村第 5 次総合計画後期基本計
画の成果と課題の検証を行い、情勢の変化
が目まぐるしい新たな時代のニーズに的確
に対応した「経済」、「社会」、「環境」のバ
ランスを図る SDGｓの理念を活かした恩納
村の夢あるまちづくりの実現に向けて、村
民、各種団体、事業者等の方々の意見を十
分に踏まえ、新たに恩納村第 6 次総合計画
を策定してまいります。 
　コロナ禍にあっても、感染拡大防止対策
に配慮しながら、村民サービスが滞ること
のないよう、行政運営を展開してまいりま
す。

施政方針
令和３年度　

　教
育
・
文
化

安
心
し
て
学
習
の
で
き
る
環
境
を
つ
く
る
た
め

の
経
済
的
支
援

①
学
用
品
費
、
給
食
費
な
ど
の
就
学
援
助
の
就

学
前
給
付
の
実
施
や
遠
距
離
通
学
支
援
等
を

実
施
し
ま
す
。

②
奨
学
基
金
を
活
用
し
た
高
校
進
学
に
伴
う
給

付
型
奨
学
金
枠
を
追
加
し
、
更
な
る
人
財
育

成
及
び
経
済
的
支
援
を
推
進
し
ま
す
。

幼
稚
園
・
学
校
教
育
の
充
実

①
各
幼
稚
園
間
の
合
同
保
育
を
実
施
し
ま
す
。

②「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
よ
る
一
人
一

台
端
末
環
境
が
整
備
さ
れ
た
こ
と
で
コ
ロ
ナ

禍
で
の
学
び
の
保
障
を
実
現
し
ま
す
。

③
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
継

続
配
置
し
、
多
様
化
し
た
課
題
に
対
し
、

教
育
及
び
福
祉
の
観
点
か
ら
関
係
機
関

の
連
携
を
強
化
し
ま
す
。

④
う
ん
な
中
学
校
に
お
い
て
商
品
開
発
を

目
的
と
し
た
授
業
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
展
開

し
、学
校
で
の
商
品
開
発
を
通
し
て
様
々

な
経
験
や
資
源
戦
略
を
基
に
、
効
果
的

な
体
験
を
推
進
し
ま
す
。

⑤
幼
稚
園
、
小
学
校
の
適
正
規
模
を
検
討

し
、
地
域
、
学
校
と
協
議
、
説
明
す
る

機
会
を
設
け
、
園
児
、
児
童
の
教
育
環

境
の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備

①
老
朽
化
し
て
い
る
学
校
施
設
及
び
通
学

路
の
安
全
点
検
を
実
施
し
、
危
険
箇
所
の
早

急
な
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

②
各
幼
稚
園
、
小
学
校
に
お
け
る
空
き
教
室
の

活
用
及
び
効
率
的
・
効
果
的
な
学
校
施
設
等

の
整
備
を
協
議
・
調
整
し
、
中
長
期
的
な
学

校
施
設
の
整
備
へ
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

学
校
給
食

①
関
係
機
関
及
び
地
元
農
家
等
と
連
携
し
、
地

産
地
消
の
充
実
を
図
り
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
安
心
安
全
な
学
校
給
食
を
提
供
し
ま

す
。

②
中
学
生
の
給
食
費
無
料
化
と
併
せ
て
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
と
し
て
、
引
き
続
き
、
小

学
生
の
学
校
給
食
費
免
除
を
実
施
し
ま
す
。

生
涯
学
習
・
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

①
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
生
活
向
上
等
に
必

要
な
講
座
を
設
定
し
生
涯
学
習
を
推
進

し
ま
す
。

②
村
民
の
体
力
の
維
持
や
向
上
、
交
流
を

図
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
施
設
の
開

放
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
大
会
な
ど
を
開

催
し
ま
す
。

③
競
技
力
の
向
上
や
人
材
の
育
成
を
図
る

た
め
、
各
種
団
体
や
個
人
選
手
の
派
遣

等
に
対
す
る
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

青
少
年
の
健
全
育
成
　

①「
地
域
の
子
は
、
地
域
で
守
り
育
て
る
」

を
基
本
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
及
び

関
係
機
関
、
各
種
団
体
と
連
携
し
て
家

庭
に
お
け
る
基
本
的
な
生
活
習
慣
を
身

に
つ
け
た
子
ど
も
を
育
成
し
ま
す
。

②
青
少
年
の
自
主
性
、
社
会
性
、
協
調
性
、

国
際
性
を
育
む
た
め
、
各
種
交
流
及
び

体
験
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

文
化
活
動
と
博
物
館

①
博
物
館
開
館
20
周
年
の
節
目
に
あ
た
り
、

博
物
館
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果
を
振

り
返
る
記
念
特
別
展
「
恩
納
村
博
物
館

20
年
の
足
跡
」
を
実
施
し
ま
す
。

②
常
設
展
示
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
事
業
を
推

進
し
、
自
然
展
示
ゾ
ー
ン
の
新
設
に
向

け
た
基
本
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み
ま

す
。

③
文
化
協
会
の
支
援
を
行
い
、
村
民
の
幅

広
い
文
化
活
動
を
奨
励
し
ま
す
。

文
化
財

①
国
指
定
史
跡
「
山
田
城
跡
」
の
調
査
及
び

公
有
地
化
事
業
の
継
続
。

②
県
指
定
名
勝
・
万
座
毛
及
び
植
物
群
落
の

『
保
存
管
理
活
用
計
画
書
』
を
基
に
整
備

委
員
会
を
設
置
し
、
整
備
計
画
策
定
に
向

け
取
り
組
み
ま
す
。

③
仲
泊
遺
跡
や
国
頭
方
西
海
道
な
ど
の
国
指

定
文
化
財
を
含
む
村
内
の
文
化
財
の
活
用

に
よ
る
文
化
財
保
護
思
想
の
普
及
に
努
め

ま
す
。

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

①
対
面
朗
読
室
や
音
声
読
書
機
の
活
用
を
図

り
、
読
書
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
環
境
の
整
備

を
実
施
し
ま
す
。

②
サ
ン
ゴ
の
絵
本
づ
く
り
や
完
成
し
た
本
の

活
用
を
図
り
村
民
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
関
心

を
高
め
ま
す
。

　
　
保
険
・
医
療
・
福
祉

健
康
づ
く
り
の
推
進

①
特
定
健
診
の
自
己
負
担
を
引
き
続
き
無
料

化
。
更
に
心
電
図
の
検
査
項
目
を
追
加
し

ま
す
。

②
40
歳
以
上
の
が
ん
検
診
受
診
者
に
対
し
集

団
健
診
以
外
に
個
別
で
受
診
で
き
る
医
療

機
関
を
設
定
し
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま

す
。

③
特
定
保
健
指
導
を
継
続
し
保
健
指
導
を
強

化
し
ま
す
。

④
村
民
へ
の
広
報
、
未
受
診
者
へ
の
周
知
方

法
を
改
善
し
ま
す
。

⑤
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が
る
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
、運
動
や
食
生
活
に
関
す
る
情
報
提
供
、

健
康
づ
く
り
活
動
を
担
う
人
材
育
成
を
進

め
、
村
民
の
健
康
増
進
を
推
進
し
ま
す
。

医
療
・
保
険
制
度
の
充
実

①
国
民
健
康
保
険
税
率
の
見
直
し
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

②
収
納
率
向
上
特
別
対
策
事
業
を
継
続
し
税

の
徴
収
率
の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

③
地
域
の
実
情
に
即
し
た
疾
病
予
防
の
取
り

組
み
、
健
診
受
診
率
の
向
上
に
努
め
、
早

期
発
見
、
早
期
治
療
等
に
繋
げ
ら
れ
る
よ

う
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

④
沖
縄
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
と
連

携
し
、
適
切
な
制
度
運
営
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

①
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
対
策
班
を
早
々

に
設
置
し
全
庁
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
村
民
へ
の
円
滑
な
接

種
を
実
施
す
る
た
め
、村
内
の
医
療
機
関
、

北
部
医
師
会
と
必
要
な
体
制
の
確
保
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
国
が
示
す
と
お
り
重
症
化
リ
ス
ク

の
高
い
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
か

ら
順
次
接
種
の
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
媒

体
を
駆
使
し
村
民
に
情
報
を
提
供
、
共
有

す
る
こ
と
で
、
村
民
と
一
体
と
な
り
感
染

対
策
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

母
子
保
健
・
子
育
て
支
援

①「
出
産
へ
の
不
安
や
困
り
感
を
軽
減
し
、
健

や
か
な
妊
娠
・
出
産
を
迎
え
る
た
め
」
の

支
援
や
「
出
産
後
の
育
児
不
安
を
軽
減
す

る
た
め
の
母
子
に
対
し
て
の
心
身
の
ケ
ア

や
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
」
の
充
実
。

②
引
き
続
き
、
村
内
の
村
立
保
育
所
・
認
可

保
育
園
等
と
連
携
し
、
待
機
児
童
ゼ
ロ
の

継
続
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
福
祉
の
推
進

①
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に
む
け
て
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活
で
き
る
よ
う
行

政
と
村
民
が
一
体
と
な
り
自
治
会
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
及
び
各
種
団
体
と
連
携

し
地
域
福
祉
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

②
村
民
の
社
会
参
加
及
び
自
立
に
向
け
た
相

談
支
援
を
行
う
と
と
も
に
社
会
福
祉
協
議

会
と
の
協
働
の
も
と
地
域
に
お
け
る
相
互

扶
助
意
識
の
啓
発
、地
域
福
祉
体
制
を
「
第

１
期
恩
納
村
地
域
福
祉
推
進
計
画
」
に
基

づ
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
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